
<研究名称> 

 経口抗凝固薬により知慮うされた心房細動患者に対するレトロスペクティブな診療録調

査（ＲＣＲ－ＯＡＣ試験） 

 

<実施責任者> 

脳神経外科 瀧澤 克己 

 

<研究期間> 

倫理審査委員会承認後から 2020年 4月 30日 

 

<研究の目的・意義> 

 経口抗凝固薬（ＯＡＣ）による治療歴のない非弁膜症心房細動（ＮＶＡＦ）患者を対象

としてワルファリンまたはアピキサバン投与開始後の大出血のリスクを比較する。 

 

<実施内容（方法）等> 

 本研究は、レトロススペクティブ（後向き）な診療録調査であり、当院に来院した患者

の医療記録から抽出した臨床データを用いて実施する。 

 

‹実施責任者及び実施担当者› 

 実施責任者 脳神経外科部長 瀧澤 克己 

実施担当者 脳神経外科副部長 竹林 誠治、櫻井 寿郎。小林 徹 

      脳神経外科医師 小泉 博靖、後藤 秀輔、小林 理奈、栗栖 宏多、 

              土屋 亮輔 

  

<問い合わせ先> 

当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問い合わせ 

〒070-8530 

旭川市曙 1条 1丁目 1番 1号 

旭川赤十字病院 脳神経外科 瀧澤 克己 

TEL 0166-22-8111 FAX 0166-24-4648 


